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童謡唱歌や懐かLい歌謡曲を歌うことにより、記憶脳が刺激され、脳全体を若々Lく !

歌に合わせて動きにくくなった身体機能をソフレッシュさせ、心身ともに元気に !

初 体験チケット
お名前 :

お電話 :(

※初回のみ有効 ※人数制限はございません
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※ 詳 しくは裏面をご覧ください。
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会場 講師  日時

10:00
S

11:30

毎
月

第
２
火
曜

第
４
火
曜

音
楽
療
法
士
山
岡

由
起
子

尼
崎
市
栗
山
町
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目
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立
花
南
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
　
一首
楽
室

奪

TT生島神在

畿立花幼稚国

※
認
知
症
予
防
活
動
の

運
営
費
に
利
用
致
し
ま
す
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プラザ

0立花小学校イークルШ手0

山手幹線

「童
謡

。
唱
歌

・
懐

か
Ｌ

い
歌
謡
曲
な
ど
を
歌
う
回

想
法
」
で
衰
え
た
脳
の
機
能
を
回
復
し
ま
す
。

「歌

い
な
が
ら
手
指

の
運
動
を
す
る
」
な
ど
２

つ
の

事
を
同
時
に
行

い
、
心
身
と
記
憶
脳
を
活
性
化
さ
せ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

声
を
出
Ｌ
て
歌

っ
て
、
呼
吸
法
で
心
肺
と
喉
を
鍛
え

て
疏
小下
の
衰
え
を
予
防
、
身
体

の
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
増

Ｌ
て
元
気
に
な
れ
ま
す
。

一
人
で
歌
う
こ
と
は
な

い
の
で
、
歌
が
苦
手
で
も
大

丈
夫
―
み
ん
な
で
歌

っ
て
楽
し
み
な
が
ら
脳
を
若

返
ら
せ
政
Ｌ
よ
う
。

力
ｇ
マ

■
`|

○

参
加
時
の
マ
ス
ク
の
着
用

○

教
室
内
に
お
け
る
十
分
な
換
気

○

教
室
の
出
入
り
時
の
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

○

お
電
話
で
の
ご
予
約

（混
雑
防
止
の
為
）

○

密
接
を
避
け
、
間
隔
を
あ
け
た
少
人
数
で
の
実
施

〇

三
七

・
五
度
以
上
の
方
の
参
加
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

※

予
め
計
測
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

希
望

／

み
か
ん
の
花
咲
く
丘

ふ
る
さ
と

／

黒
猫

の
タ

ン
ゴ

学
生
時
代

／

今
日
で
お
別
れ

若
者
た
ち

／

高
校

三
年
生

て
ん
と
う
虫

の
サ

ン
バ

こ
の
広

い
野
原

い
っ
ぱ

い

も
し
も
ピ
ア
ノ
が
弾
け
た
な
ら

あ
の
素
晴
ら
Ｌ
い
愛
を
も
う

一
度

活動費

教材 費

EII

歌
っ
て
■

若
返
り
広
場
と
は

澪
・

|
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練
習
曲
例

★替認
縛
鮮
構成

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策


